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当社のコーポレート・ガバナンスの状況は以下のとおりです。

Ⅰコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の基本情報

１．基本的な考え方

当社は、指名委員会等設置会社として、経営の機動性、透明性の一層の向上を図るとともに、経営の監督機能を強化し、持続的成長を目指して
います。社会、顧客、株主、従業員をはじめとするステークホルダーの期待により的確に応えうる体制を構築・整備し、更なる企業価値の向上を図
ることを基本方針としています。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由】

コーポレートガバナンス・コードの各原則について、全て実施していると認識しています。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則に基づく開示】

【原則1-4．政策保有株式】

(1)上場株式の政策保有に関する方針

当社は、取引先との関係の維持・強化等を勘案し、事業運営上、必要性が認められると判断した株式を保有することとしています。

保有株式については、採算性、事業性、保有リスク等の観点から総合的に保有意義の有無を判断し、毎年、執行役会議及び取締役会にて検証・
確認を行っています。なお、採算性については関係事業から得られる収益と受取配当金合計が資本コストを上回る水準にあるか、事業性につい
ては事業上の関係や取引額等に大きな変動がないか、保有リスクについては投資先の企業価値が下落していないか等の観点から、それぞれ検
証しています。保有意義が希薄と判断した株式は、当該企業の状況等を勘案した上で売却を進めるなど縮減を図ることとしています。

(2)保有株式の議決権行使基準

企業価値の向上の観点から、投資先企業の議案の合理性を総合的に判断の上、議決権を行使しています。

　

【原則1-7．関連当事者間の取引】

当社は、取締役及び執行役の競業取引及び利益相反取引については、取締役会規則において取締役会の決議事項としています。

また、取締役及び執行役並びにその近親者と会社との関連当事者間の取引の有無については、毎年定期的に調査を実施しています。

【原則2-6.　企業のアセットオーナーとしての機能発揮】

当社は、三菱電機企業年金基金を通じて企業年金の運用を行っています。

年金資産の管理・運用については、資産運用委員会に諮問の上、助言を受け、重要な事項については理事会・代議員会の審議を経て決定・執行
しています。

年金資産の運用開始後は、定期的に運用状況の把握、運用ガイドラインとの整合性の確認、ファンドマネジャーへのヒアリング等により、運用の安
定性の確保に努めています。

代議員会、理事会、資産運用委員会等は、当社人事、経理・財務部門等の当該機能の知見を持った者及び従業員の代表でそれぞれ構成し、専
門性及び受益者保護の観点から健全な年金資産の運用を行う体制としています。

【原則3-1．情報開示の充実】

(1)企業理念、経営戦略、経営計画

当社は、積極的なＩＲ活動を推進することにより、当社の企業理念、経営戦略、経営計画等を適時適切に伝えるよう努めています。

なお、収益力・資本効率等に関する目標を含め、詳細については、当社ウェブサイトをご参照ください。

「企業理念」https://www.mitsubishielectric.co.jp/corporate/gaiyo/rinen/index.html

「経営戦略」https://www.mitsubishielectric.co.jp/corporate/gaiyo/keiei/index.html

「経営・事業説明会資料」https://www.mitsubishielectric.co.jp/ir/data/management_report/index.html

(2)コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方と基本方針

当社は、指名委員会等設置会社として、経営の機動性、透明性の一層の向上を図るとともに、経営の監督機能を強化し、持続的成長を目指して
います。

社会、顧客、株主、従業員をはじめとするステークホルダーの期待により的確に応えうる体制を構築・整備し、更なる企業価値の向上を図ることを
基本方針としています。

なお、詳細については、本報告書の各項目及び当社ウェブサイトをご参照ください。

「コーポレート・ガバナンス」

https://www.mitsubishielectric.co.jp/ir/management/corp_governance/index.html

(3)役員報酬等の決定に関する方針

社外取締役が過半数を占める報酬委員会において、役員報酬等の決定に関する方針を決議しています。

なお、詳細については、本報告書「2 1．取締役・執行役報酬関係」の 「報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容」をご参照ください。

(4)取締役及び執行役の指名・選任方針と手続

社外取締役が過半数を占める指名委員会において、経営の監督を担うに相応しい人格、識見及び業務・専門職経験を備えているかを総合的に検
討し、十分にその能力がある者を取締役候補者として指名しています。

なお、取締役として求める資質や職務遂行能力を満たさない場合は、指名委員会にて株主総会に提出する解任議案を決定します。

また、取締役会において、経営の執行を担うに相応しい人格、識見及び業務・専門職経験を備えているかを総合的に検討し、十分にその能力があ
る者を執行役に選任しています。



なお、執行役として求める資質や職務遂行能力を満たさない場合は、取締役会において解任を決定します。

(5)取締役及び執行役の指名・選任理由

取締役候補者の指名理由及び取締役・執行役の略歴・地位・担当等については、株主総会招集ご通知や有価証券報告書等で開示しています。

なお、詳細については、当社ウェブサイトをご参照ください。

「株主総会招集ご通知」https://www.mitsubishielectric.co.jp/ir/meeting/index.html

「有価証券報告書」https://www.mitsubishielectric.co.jp/ir/data/negotiable_securities/index.html

【補充原則4-1-1　取締役会の決定事項等】

当社の取締役会は経営の監督に特化し、会社法の許容する範囲内のすべての業務執行権限を執行役へ委譲することを決議しています。

【原則4-9．独立社外取締役の独立性判断基準等】

社外取締役には、その経験に裏付けされた高次の視点から、当社経営の監督を行うことを期待しており、その役割を担うに相応しい人格、識見及
び業務・専門職経験を備えているかを総合的に検討して、十分にその能力があり、東京証券取引所の定めに基づく独立役員の要件及び当社が定
める社外取締役の独立性ガイドラインの要件を満たすなど、一般株主と利益相反が生じるおそれもない独立性のある者を、指名委員会において、
社外取締役候補者に指名しています。

なお、具体的な独立性基準については、本報告書「2 1．独立役員関係」の 「その他独立役員に関する事項」をご参照ください。

【補充原則4-11-1　取締役会の全体としての知識・経験・能力のバランス、多様性及び規模に関する考え方】

社外取締役が過半数を占める指名委員会において、取締役選任基準を制定し、その基準に合致した候補者を指名しています。

なお、詳細については、本報告書「2 2．業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項(現状のコーポレート・ガバナンス体制の概

要)」の「取締役候補者の選定に関する方針」をご参照ください。

【補充原則4-11-2　取締役及び執行役の他の上場会社の役員兼任状況】

取締役及び執行役の重要な兼職状況については、株主総会招集ご通知等で毎年開示しています。

なお、詳細については、当社ウェブサイトをご参照ください。

「株主総会招集ご通知」https://www.mitsubishielectric.co.jp/ir/meeting/index.html

【補充原則4-11-3　取締役会の実効性についての分析・評価】

取締役会の更なる実効性向上を図るため、取締役会レビューを毎年実施し、以下の分析・評価を実施しています。

・取締役会の開催頻度、日程、時間

・取締役会の議論に関連して提供される情報（質・量）及び提供方法

・取締役会での提供資料、説明内容・方法、質疑応答要領、議案毎の時間配分

・その他取締役会の実効性を高める仕組み

・過去の取締役会レビューを踏まえた各種施策に対しての改善事項　等

取締役会レビューを実施した結果、取締役会が適切に経営監督機能を発揮していくために必要な執行側との適時適切な経営情報の共有につい
ては、毎年の取締役会レビューの結果を踏まえた見直しが継続的かつ効果的に行われており、回を重ねるごとに改善がなされているとの評価を
受けました。加えて、これらの改善の積み重ねにより、従来以上に活発な議論や意見交換が行われていると評価を受けました。

このような評価から、当社取締役会の実効性は十分に担保されているものと考えておりますが、今後は、経営情報の共有とそれを踏まえた監督・
執行間での議論の更なる充実、とりわけ、中長期での事業戦略に関しての議論の充実を図るとともに、個別インタビューの実施等でレビュー結果
のより詳細な分析を行うことで、取締会の運営改善を継続的に行い、取締役会の実効性の更なる向上に努めてまいります。

【補充原則4-14-2　取締役及び執行役に対するトレーニングの方針】

取締役及び執行役に就任する前に、取締役及び執行役として新たに求められる役割・責務や対応等に関する研修を実施しています。

また、就任後も取締役及び執行役としての役割・責務が適切に果たせるよう、コンプライアンス教育や取締役及び執行役向け研修の最新資料の
提供等を実施しています。

【原則5-1．株主との建設的な対話に関する方針】

株主総会、経営戦略説明会及び決算説明会等を通じて、積極的なＩＲ活動を推進することにより、当社の経営方針・戦略・業績等を株主にタイム
リーに伝えるよう努めています。

また、株主との対話を担う担当役員及び担当部署を定め、株主との建設的な対話のための体制を整備しています。

なお、詳細については、本報告書「3 2.ＩＲに関する活動状況」及び当社ウェブサイトをご参照ください。

「投資家情報」

https://www.mitsubishielectric.co.jp/ir/index.html

２．資本構成

外国人株式保有比率 30%以上

【大株主の状況】

氏名又は名称 所有株式数（株） 割合（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 194,853,100 9.08

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT 108,645,318 5.06

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 103,388,900 4.82

明治安田生命保険相互会社 81,862,190 3.81

日本生命保険相互会社 61,639,748 2.87

三菱電機グループ社員持株会 43,725,195 2.04

株式会社日本カストディ銀行（信託口7） 42,938,400 2.00

株式会社日本カストディ銀行（信託口5） 41,701,000 1.94

JP MORGAN CHASE BANK　385632 37,657,406 1.75



株式会社日本カストディ銀行（信託口4） 36,696,000 1.71

支配株主（親会社を除く）の有無 ―――

親会社の有無 なし

補足説明

―――

３．企業属性

上場取引所及び市場区分 東京 第一部

決算期 3月

業種 電気機器

直前事業年度末における（連結）従業員
数

1000人以上

直前事業年度における（連結）売上高 1兆円以上

直前事業年度末における連結子会社数 100社以上300社未満

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針

―――

５．その他コーポレート・ガバナンスに重要な影響を与えうる特別な事情

　当社グループでは、環境問題や資源・エネルギー問題をはじめ多様化する社会課題に対して、グループ内外の力を結集した製品・システム・
サー ビスを組み合わせたソリューションの提供に取り組み、「持続可能性と安心・安全・快適性の両立」をはじめとする価値創出を推進することで、

グループ全体で持続的な成長を追求いたします。

　当社の連結子会社のうち、株式会社弘電社(東京証券取引所第二部上場)が上場子会社に該当し、当社グループの企業価値向上、連結業績へ
の貢献、グループ内で工事会社を保有することによる総合的な顧客対応力の向上を図っております。

　また、上場子会社における一般株主の利益を適切に保護することが上場子会社の企業価値の向上に資するとの考え方の下、親会社として、上
場子会社である株式会社弘電社の独立性を尊重し、同社においては独立社外取締役を有効に活用したガバナンス体制を構築しております。

　なお、株式会社弘電社は、2020年6月に機関設計を「監査役会設置会社」から「監査等委員会設置会社」へ変更し、社外取締役比率向上等、
コーポレート・ガバナンスの一層の強化を進めております。



Ⅱ経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況

１．機関構成・組織運営等に係る事項

組織形態 指名委員会等設置会社

【取締役関係】

定款上の取締役の員数 員数の上限を定めていない

定款上の取締役の任期 1 年

取締役会の議長 会長（社長を兼任している場合を除く）

取締役の人数 12名

【社外取締役に関する事項】

社外取締役の人数 5名

社外取締役のうち独立役員に指定され
ている人数

5名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k

薮中　三十二 その他 ○

大林　宏 弁護士 ○

渡邉　和紀 公認会計士 ○

小出　寛子 他の会社の出身者 ○

小山田　隆 他の会社の出身者 △

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

c 上場会社の兄弟会社の業務執行者

d 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

e 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

f 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

g 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

h 上場会社の取引先（d、e及びｆのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

i 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

j 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

k その他

会社との関係(2)

氏名

所属委員会
独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由指名
委員会

報酬
委員会

監査
委員会



薮中　三十
二

○ ○ 　 ○

(株)小松製作所の社外取締役等を兼任し
ています。

同氏の兼任先である(株)小松製作所、高
砂熱学工業(株)とは取引関係があります
が、その規模・性質から、いずれも同氏の
独立性に影響を及ぼす特別の関係はござ
いません。

・国際情勢の専門家としての経験・見識は、当
社にとって大変有益であり、客観的な視点か
ら、当社経営に対する監督を行えるものと判断
したため、社外取締役に選任しています。

・東京証券取引所が定める上場規程第４１２条
第２項「上場管理等に関するガイドライン」で規
定されている事由に該当せず、当社の社外取
締役の独立性ガイドラインの要件を満たしてい
ることから、一般株主と利益相反が生じるおそ
れがないと判断したため、独立役員に指定して
います。

大林　宏 ○ 　 ○ ○

大林法律事務所の弁護士であり、大和証
券(株)の社外監査役等を兼任しています。

同氏の兼任先である大和証券(株)、日本
製鉄(株)とは、取引関係がありますが、そ
の規模・性質から、いずれも同氏の独立
性に影響を及ぼす特別の関係はございま
せん。

・検事・弁護士としての経験・見識は、当社に
とって大変有益であり、客観的な視点から、当
社経営に対する監督を行えるものと判断したた
め、社外取締役に選任しています。

・東京証券取引所が定める上場規程第４１２条
第２項「上場管理等に関するガイドライン」で規
定されている事由に該当せず、当社の社外取
締役の独立性ガイドラインの要件を満たしてい
ることから、一般株主と利益相反が生じるおそ
れがないと判断したため、独立役員に指定して
います。

渡邉　和紀 　 ○ ○ ○
渡邉公認会計士・税理士事務所の所長で
あり、（株）ベルシステム24ホールディング
スの社外監査役を兼任しています。

・公認会計士としての経験・見識は、当社にとっ
て大変有益であり、客観的な視点から、当社経
営に対する監督を行えるものと判断したため、
社外取締役に選任しています。

・東京証券取引所が定める上場規程第４１２条
第２項「上場管理等に関するガイドライン」で規
定されている事由に該当せず、当社の社外取
締役の独立性ガイドラインの要件を満たしてい
ることから、一般株主と利益相反が生じるおそ
れがないと判断したため、独立役員に指定して
います。

小出　寛子 ○ ○ 　 ○

本田技研工業（株）の社外取締役等を兼
任しています。

同氏の兼任先である本田技研工業（株）と
は取引関係がありますが、その規模・性質
から、いずれも同氏の独立性に影響を及
ぼす特別の関係はございません。

・国際的な企業の経営に携わり、その経歴を通
じて培った経営の専門家としての経験・見識
は、当社にとって大変有益であり、客観的な視
点から、当社経営に対する監督を行えるものと
判断したため、社外取締役に選任しています。

・東京証券取引所が定める上場規程第４１２条
第２項「上場管理等に関するガイドライン」で規
定されている事由に該当せず、当社の社外取
締役の独立性ガイドラインの要件を満たしてい
ることから、一般株主と利益相反が生じるおそ
れがないと判断したため、独立役員に指定して
います。

小山田　隆 ○ 　 ○ ○

(株)三菱ＵＦＪ銀行の特別顧問であり、
（株)三越伊勢丹ホールディングスの社外
取締役等を兼任しています。

同氏の兼任先である(株)三菱ＵＦＪ銀行と
は取引関係がありますが、その規模・性質
から、いずれも同氏の独立性に影響を及
ぼす特別の関係はございません。

・銀行の経営に携わり、その経歴を通じて培っ
た経営の専門家としての経験・見識は、当社に
とって大変有益であり、客観的な視点から、当
社経営に対する監督を行えるものと判断したた
め、社外取締役に選任しています。

・同氏が特別顧問に就任している(株)三菱ＵＦＪ
銀行と当社の間には取引関係がありますが、
特別の関係はありません。また、東京証券取引
所が定める上場規程第４１２条第２項「上場管
理等に関するガイドライン」で規定されている事
由に該当せず、当社の社外取締役の独立性ガ
イドラインの要件を満たしていることから、一般
株主と利益相反が生じるおそれがないと判断し
たため、独立役員に指定しています。

【各種委員会】

各委員会の委員構成及び議長の属性

全委員（名） 常勤委員（名） 社内取締役（名） 社外取締役（名） 委員長（議長）

指名委員会 5 0 1 4 社外取締役

報酬委員会 5 0 2 3 社外取締役

監査委員会 5 2 2 3 社外取締役



【執行役関係】

執行役の人数 22名

兼任状況

氏名 代表権の有無
取締役との兼任の有無 使用人との

兼任の有無　 指名委員 報酬委員

杉山　武史 あり あり × × なし

漆間　啓 あり あり × × なし

松本　匡 あり なし × × なし

松下　聡 なし なし × × なし

宮田　芳和 なし なし × × なし

永澤　淳 なし なし × × なし

織戸　浩一 なし なし × × なし

皮籠石　斉 なし あり × ○ なし

四方　壽一 なし なし × × なし

原　芳久 なし なし × × なし

藪　重洋 なし なし × × なし

日下部　聡 なし なし × × なし

齋藤　洋二 なし なし × × なし

福嶋　秀樹 なし なし × × なし

高澤　範行 なし なし × × なし

齊藤　譲 なし なし × × なし

鈴木　聡 なし なし × × なし

三谷　英一郎 なし なし × × なし

竹野　祥瑞 なし なし × × なし

加賀　邦彦 なし なし × × なし

古田　克哉 なし なし × × なし

増田　邦昭 なし なし × × なし

【監査体制】

監査委員会の職務を補助すべき取締役
及び使用人の有無

あり

当該取締役及び使用人の執行役からの独立性に関する事項

監査委員会の職務を補助する専属の使用人を配置しています。なお、人事部長は、当該使用人の人事考課及び人事異動に際して、監査委員と
協議します。

監査委員会、会計監査人、内部監査部門の連携状況

　「2 2.業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項(現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要)」の「監査委員会監査及び内部

監査の状況」をご参照ください。

【独立役員関係】

独立役員の人数 5 名

その他独立役員に関する事項

・当社の社外取締役は5名であり、各氏と当社の間には、特別の利害関係はなく、また、各氏の兼職先又は各氏が過去に役員であった会社には当

社との間に取引等の関係があるものも含まれますが、その規模・性質から、各氏の独立性に影響を及ぼす関係もないため、全員一般株主と利益

相反が生じるおそれのない、独立性のある社外取締役です。

・社外取締役には、その経験に裏付けされた高次の視点から、当社経営の監督を行うことを期待しています。その役割を担うに相応しい人格、識

見及び業務・専門職経験を備えているかを総合的に検討して、十分にその能力があり、東京証券取引所の定めに基づく独立役員の要件及び当社

が定める社外取締役の独立性ガイドライン（下記参照）の要件を満たすなど、一般株主と利益相反が生じるおそれもない、独立性のある者を選任

しています。

＜当社 社外取締役の独立性ガイドライン＞



・実業界の経営者経験者、法律家、学識経験者等の中から、当社経営の監督者としてふさわしい者で、かつ以下のいずれにも該当しない者を社

外取締役候補者に指名する。

なお、以下ア、イ、エ、オについては、過去3事業年度のうちいずれかの事業年度において該当した場合を含む。

ア.当社との取引額が、当社又は相手先会社の連結売上高の2%を超える会社に業務執行取締役若しくは執行役又は支配人その他使用人（以下、

業務執行者）として在籍している場合

イ.当社の借入額が、連結総資産の2%を超える会社に業務執行者として在籍している場合 ウ.当社の会計監査人の関係者として在籍している場合

エ.専門家・コンサルタントとして、当社から1,000万円を超える報酬を受けている場合

オ.当社からの寄付が、1,000万円を超えかつ団体の総収入の2%を超える組織に業務執行役員（理事等）として在籍している場合

カ.当社の大株主（10％以上の議決権保有）又はその業務執行者として在籍している場合

キ.その他重大な利益相反を生じさせる事項がある者又は会社等の関係者である場合

【インセンティブ関係】

取締役・執行役へのインセンティブ付与
に関する施策の実施状況

業績連動報酬制度の導入、その他

該当項目に関する補足説明

・業績向上へのインセンティブを重視し、執行役に業績連動型報酬制度を導入しています。　

・その概要については、本報告書「2 1.機関構成・組織運営等に係る事項」の「取締役・執行役報酬関係」をご参照ください。

ストックオプションの付与対象者

該当項目に関する補足説明

―――

【取締役・執行役報酬関係】

（個別の取締役報酬の）開示状況 個別報酬の開示はしていない

（個別の執行役報酬の）開示状況 一部のものだけ個別開示

該当項目に関する補足説明

取締役及び執行役の報酬額については、事業報告及び有価証券報告書において開示しています。

また、有価証券報告書においては、企業内容等の開示に関する内閣府令の規定に従って、一部執行役の報酬の個別開示を行っています。

報酬の額又はその算定方法の決定方針

の有無
あり

報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容

・当社は、社外取締役が過半数を占める報酬委員会において、以下の方針を決定しています。

（１）基本方針

ア.当社は指名委員会等設置会社として、経営の監督と執行を分離し、経営の監督機能は取締役会が、経営の執行機能は執行役が担う体制とし
ているため、取締役と執行役は、それぞれの職務の内容及び責任に応じた報酬体系とします。

イ.取締役の報酬制度は、客観的に当社の経営へ助言と監督を行うため、一定金額報酬を支給します。

ウ.執行役の報酬制度は、経営方針の実現及び業績向上へのインセンティブを重視し、一定金額報酬に加えて、業績連動報酬を支給することと
し、以下を基本方針とします。

(ア)中長期的な業績の向上と企業価値の増大への貢献意識を高めるものであること

(イ)会社業績との連動性が高く、かつ透明性・客観性が高いものであること

(ウ)株主との利益の共有や株主重視の経営意識を高めることを主眼としたものであること

エ.社外からの客観的視点及び役員報酬制度に関する専門的知見を導入するため、外部の報酬コンサルタントを起用し、その支援を受け、グロー
バルに事業展開する日本国内の主要企業の報酬に関する外部データ、国内経済環境、業界動向及び経営状況等を考慮し、報酬水準及び報酬
制度等について検討します。

（２）役員報酬体系及び報酬等の決定に関する方針

ア.取締役の報酬

一定金額報酬については月例の固定報酬とし、取締役の職務の内容及び当社の状況等を勘案し、相当と思われる額とします。

イ.執行役の報酬

(ア)一定金額報酬については月例の固定報酬とし、執行役の職務の内容及び当社の状況等を勘案し、相当と思われる額とします。

(イ)業績連動報酬については、以下のとおりとし、毎年一定の時期に支給します。

・三菱電機グループは、「成長性」「収益性・効率性」「健全性」の3つの視点による「バランス経営」により持続的成長を追求し、更なる企業価値向
上を目指しており、2020年度成長目標として「連結売上高5兆円以上」「営業利益率8%以上」を設定しています。業績連動報酬は、同経営方針・目
標を踏まえ、連結業績（親会社株主に帰属する当期純利益）等により支給基準額を決定します。



・各執行役の支給額は、担当事業の業績等を踏まえ支給基準額に対し±20％の範囲内で決定します。

・株主と執行役の利益を一致させ、より株主重視の経営意識を高めるとともに、中長期的な視点での業績向上のインセンティブを高めるため、業
績連動報酬の50％を株式報酬とします。なお、株式報酬は3年間の据置期間の後に当社株式を交付し、交付した当社株式は、原則退任後1年が
経過するまで継続保有することとします。

(ウ)2020年度成長目標である「連結売上高5兆円以上」「営業利益率8%以上」を達成した場合の報酬構成比率の目安は、基本報酬30％、業績連動
報酬70％とし、総報酬のうち中長期インセンティブ（業績連動報酬のうち株式報酬）の割合は35％とします。なお、連結業績等が2020年度成長目
標の範囲内である場合は、総報酬における業績連動報酬比率は0％～70％で変動します。

ウ.その他、取締役等の個人別の報酬等の内容についての決定に関する重要な事項

執行役の業績連動報酬のうち株式報酬に関し、職務の重大な違反等があった場合、会社の意思に反して在任期間中に自己都合により退任した
場合などにおいて、報酬委員会の決議により、当該執行役に対し、株式交付等を受ける権利の没収、交付した株式等相当の金銭の返還請求がで
きます。その他会社経営に重大な影響を及ぼすなどの一定の事由が生じた場合、報酬委員会の決議により、一定金額報酬を減額することがあり
ます。

エ.決定プロセス等

社外取締役が過半数を占める報酬委員会において、取締役及び執行役の報酬等の決定に関する方針及びそれに基づく個人別の報酬等の内容
を決定します。また、報酬委員会の活動内容については、その都度取締役会に報告します。

【社外取締役のサポート体制】

・取締役会及び各委員会について、それぞれ事務局を設置し、社外取締役を補佐しています。なお、監査委員会には、専属の独立したスタッフを
配置し、監査委員を補佐しています。

・取締役会の開催に際し、社外取締役には資料を事前配付するとともに、必要に応じて事前説明を実施しています。

【代表取締役社長等を退任した者の状況】

元代表取締役社長等である相談役・顧問等の氏名等

氏名 役職・地位 業務内容
勤務形態・条件

(常勤・非常勤、報酬有無等)
社長等退任日 任期

山西　健一郎 特別顧問 公的・業界団体等の対外活動等
非常勤

報酬有
2014/3/31 1年更新

下村　節宏 特別顧問 公的・業界団体等の対外活動等
非常勤

報酬有
2010/3/31 1年更新

野間口　有 特別顧問 公的・業界団体等の対外活動等
非常勤

報酬有
2006/3/31 1年更新

元代表取締役社長等である相談役・顧問等の合計人数 3 名

その他の事項

―――

２．業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項（現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要）

・当社は、2003年6月に委員会等設置会社(現　指名委員会等設置会社)へ移行し、経営機構の改革を行いました。これにより、経営の監督と執行
の分離を行い、経営の監督機能は取締役会が、経営の執行機能は執行役が担う体制としました。

・当社の経営機構の特長としては、経営監督機能の長である取締役会長と、最高経営責任者である執行役社長を分離したことが挙げられます。
また、取締役会長、執行役社長とも、指名・報酬委員会のメンバーとはしていません。経営の監督と執行を明確に分離することにより、当社のコー
ポレート・ガバナンスをより実効性あるものとしています。

【取締役会】

・当社の取締役会は社外取締役5名（うち1名は女性）を含む12名で構成し、会社法が定める目的及び権限に基づき職務を執行するとともに、会社
法第416条第1項各号及び第4項各号に掲げる事項を除き、全ての業務執行の決定権限を執行役に委譲することで、客観的な視点から当社経営
への助言と監督を行っています。

・2019年度においては、取締役会を7回開催し、各取締役の出席率は以下のとおりでした。

○柵山 正樹 ：100％（7回中7回）

○杉山 武史 ：100％（7回中7回）

○大隈 信幸 ：100％（7回中7回）

○松山 彰宏 ：100％（7回中7回）

○佐川 雅彦 ：100％（7回中7回）

○原田 真治 ：100％（7回中7回）

○皮籠石 斉 ：100％（7回中7回）　

○薮中 三十二：100％（7回中7回）

○大林 宏 ：100％（7回中7回）

○渡邉 和紀 ：100％（7回中7回）

○小出 寬子 ：100％（7回中7回）

○小山田 隆 ：100％（5回中5回）

なお、小山田 隆氏については、2019年6月27日の就任以降に開催された取締役会への出席状況を記載しております。

また、大隈 信幸及び松山 彰宏の両氏は、2020年6月26日開催の第149回定時株主総会終結の時をもって、任期満了により退任しました。

・また、取締役会では、経営の基本方針、事業報告及びその附属明細書、計算書類及びその附属明細書、連結計算書類、剰余金の配当、株主総



会の招集、執行役の選任、監査委員会の職務の執行のために必要な事項、執行役の職務の執行の適法性その他会社業務の適正確保のために
必要な体制整備等の会社法で定められた事項の決定を行うとともに、執行役から業務執行の経過及び結果等について報告を受けました。

【各委員会】

・取締役会の内部機関として、指名委員会、監査委員会、報酬委員会を設置しています。

・各人の有する経験、専門性を勘案の上、取締役会にて選定するそれぞれ5名の取締役(うち過半数は社外取締役)により構成され、会社法が定め
る目的及び権限に基づき職務を執行しています。

・2019年度においては、指名委員会を3回、監査委員会13回、報酬委員会を4回開催しました。なお、指名及び報酬委員会の出席率は以下のとお
りでした。監査委員会の出席率は、本報告書「2 2.業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項(現状のコーポレート・ガバナンス体

制の概要)」の「監査委員会監査及び内部監査の状況」をご参照ください。

＜指名委員会＞

○原田 真治　 ：100％（3回中3回）

○薮中 三十二：100％（3回中3回）

○大林 宏 ：100％（3回中3回）

○小出 寬子 　：100％（3回中3回）

○小山田 隆　 ：100％（2回中2回）

なお、小山田 隆氏については、2019年6月27日の就任以降に開催された指名委員会への出席状況を記載しております。

＜報酬委員会＞

○原田 真治 ：100％（4回中4回）

○皮籠石 斉 ：100％（4回中4回）

○薮中 三十二：100％（4回中4回）

○渡邉 和紀 ：100％（4回中4回）

○小出 寬子 ：100％（4回中4回）

・また、指名委員会においては株主総会に提出する取締役候補者の決定等、報酬委員会においては報酬内容の決定に関する方針・取締役及び
執行役の基本報酬等について、各々議案が上程され、議決されました。

【執行役、執行役会議】

・執行役は、会社法が定める目的及び権限に基づき、各執行役が自己の分掌範囲について取締役会から委譲された事項の業務執行の決定を行
うとともに、業務執行を行っています。このうち、重要事項については、全執行役をもって構成される執行役会議において、審議及び決定を行って
います。

【監査委員会監査及び内部監査の状況】

・監査・監督の方法についての概要は、本報告書「4 1.内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況」もご参照ください。

（1）監査委員会監査の状況

ア．監査委員会の組織、人員及び手続

監査委員会は、5名の取締役(うち3名は社外取締役)で構成されています。監査委員会は、取締役及び執行役の職務の執行の適法性・妥当性・効
率性について監査を行い、その決議により、株主総会に報告する監査報告書を作成しています。

なお、監査委員 佐川 雅彦氏は、長年当社及び関係会社の経理・財務部門の業務を経験しており、監査委員 渡邉 和紀氏は、公認会計士の資格

を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有する者です。

また、監査委員会は、監査委員の職務を遂行するため専属のスタッフを4名配置し、直接指示しています。

イ．監査委員会の開催頻度・個々の監査委員の出席状況

2019年度において原則月1回の定時監査委員会（他に臨時1回）を開催しており、1回あたりの所要時間は概ね2時間でした。

個々の監査委員の出席状況については、次のとおりです。

○松山 彰宏：100％（13回中13回）

○佐川 雅彦：100％（13回中13回）

○大林 宏　：100％（13回中13回）

○渡邉 和紀：100％（13回中13回）

○小山田 隆：100％（11回中11回）

なお、上記の内、調査担当委員は、松山 彰宏及び佐川 雅彦の両氏です。

また、小山田 隆氏については、2019年6月27日以降に開催された監査委員会への出席状況を記載しています。

また、松山 彰宏氏については、2020年6月26日をもって退任しました。

ウ．監査委員の活動状況

監査委員は、委員会の定めた方針・役割分担に従い、調査担当委員（常勤監査委員）が中心となって執行役会議等重要な会議に出席するととも
に、執行役並びに当社事業所及び子会社幹部へのヒアリング等の調査を実施しています。

また、監査委員は、監査部やその他内部統制部門より内部監査報告書等の提出を受けるとともに、内部監査方針打合せや定期的な報告会等を
通じて意見交換を実施しています。社外取締役の監査委員は、必要に応じて当社事業所及び子会社等へ調査担当委員とともに往査し、監査委員
会等において専門的知見に基づき意見を述べています。さらに、監査委員は、会計監査人と会計監査の方針・方法について打合せを行うととも
に、実施状況、監査結果につき説明・報告を受け、意見交換を実施しています。

エ．監査委員会における検討事項

監査委員会における主な検討事項は、監査方針・活動計画の策定、取締役及び執行役の職務執行の状況や内部統制システムの整備・運用状況
の確認、会計監査人の監査の方法及び結果の相当性の確認、会計監査人の評価及び再任・不再任の決定等です。

特に2019年度においては、三菱電機グループの中長期的な企業価値の向上にむけて、内部統制・コンプライアンス体制を含めた経営基盤の強化
及び収益力を支える事業基盤強化、資産効率化による資金収支改善、品質問題への適切な対応、働き方改革への対応などの取り組み状況につ
いて、重点的に確認・検証を実施しました。

また、三菱電機グループは多様化する社会課題の解決に向けSDGsの目標達成にも貢献していくこととしており、事業活動を通じた貢献の他、環
境・CSRなどの取り組み状況についても確認・検証を行いました。

なお、三菱電機グループにおいては、2019年度、労務問題や品質不適切行為及び不正アクセスによる情報流出の可能性などの課題が明らかに
なりました。監査委員会は、執行役がそれぞれの原因分析に基づき再発防止策を策定・実行していることを確認しており、今後もその対応と進捗
を注視してまいります。

オ．監査委員会の実効性評価

監査委員会においては、実効性向上を目的とした評価を毎年実施しています。2019年度において実施した監査委員会レビューでは、社外監査委
員より、調査担当委員（常勤監査委員）の活動結果は定期的に報告が行われ、監査委員会において経営情報の共有が適宜・適切に行われてい



るとの評価を受けました。このような評価から監査委員会の実効性は十分に担保されていると考えますが、今後も更なる実効性の向上に努めてま
いります。

（2）内部監査の状況

ア．内部監査の組織、人員及び手続

内部監査は、当社及び国内外関係会社の経営の効率化、リスク管理の強化、倫理遵法の徹底、内部統制の充実を図り、経営の健全化と体質強
化に寄与することを目的としています。

監査部は国内外に専属の人員を約60名配置し、更に関連部門から専門的視点を有する応援監査人を加え、公正・客観的な立場から内部監査を
実施し、その結果を執行役社長及び監査委員会に報告しています。

イ．内部統制部門との関係

当社の内部統制は、経営企画室、経理部、法務・コンプライアンス部、輸出管理部等の管理部門が、それぞれ所管する内部統制体制や規程等の
整備運用状況の点検を実施しています。また、各事業部門の中にコンプライアンス部門を設置し、各事業部門における当社横断的なコンプライア
ンス施策の着実な展開や部門内のコンプライアンス状況の点検を実施しています。

監査部は、内部統制体制の運用状況等について内部監査を実施するとともに、内部通報制度の整備や財務報告に係る内部統制の評価を実施
し、各内部統制部門と相互に必要な情報提供を行っています。

ウ．内部監査、監査委員会監査及び会計監査の相互連携

監査部は、内部監査方針や内部監査結果を監査委員会に報告するとともに、監査委員と定期的な意見交換を実施しています。

また、監査部は、会計監査人に対して内部監査結果を報告するとともに、会計監査人との間で、財務報告に係る内部統制の評価に関して適宜協
議し、継続的な連携を行っています

【取締役候補者の選定に関する方針】

（1）社内取締役

取締役として、適時・適切な経営状況の把握及び業務執行側との連携により経営の監督機能が十分発揮できる者を当社又は子会社の業務執行
者若しくはその経験者の中から取締役候補者に指名する。

ア.取締役会の議長として同会を適時適切に運営し、経営の監督機能を十分発揮するのにふさわしい者を取締役候補者に指名する。

イ.執行役社長及び取締役会の審議事項に密接に関連する機能（経営企画、経理財務、人事総務）を担う執行役を取締役候補者に指名する。

ウ.当社執行役経験者、関係会社の社長経験者又は同等の役員経験者の中から、当社経営の監督者としてふさわしい者を取締役候補者に指名
する。

（2）社外取締役

本報告書「2 1．独立役員関係」の 「その他独立役員に関する事項」をご参照ください。

【報酬内容の決定に関する方針】

報酬内容の決定に関する方針については、本報告書「2 1.機関構成・組織運営等に係る事項」の「取締役・執行役報酬関係」をご参照ください。

【会計監査の状況】

当社は、会計監査人として、有限責任 あずさ監査法人を選任しています。

同監査法人は、2004年度に当社の証券取引法(現　金融商品取引法)における連結財務諸表の会計監査業務を、2005年度からは当社の会社法
及び証券取引法(現 金融商品取引法)における会計監査業務を執行しています。

なお、当社は、1970年3月に欧州市場において米ドル建転換社債を発行するのを契機に、1969年度以降、米国会計基準に基づく英文連結財務諸
表を作成しており、2018年度以降はIFRSに基づく英文連結財務諸表を作成しています。これらの英文連結財務諸表の会計監査業務を1980年度
からPeat, Marwick, Mitchell＆Co.(現 KPMG)の日本におけるメンバー・ファーム(現 有限責任 あずさ監査法人)に委託しています。

　

【責任限定契約の内容の概要】

・会社法第427条第1項の規定により、当社と非業務執行取締役全員との間で、会社法第423条第1項の賠償責任を限定する契約を締結しており、
当該契約に基づく賠償責任限度額は、1,000万円又は法令の定める最低限度額のいずれか高い額となっています。

３．現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由

【指名委員会等設置会社形態を採用している理由】

・経営の機動性、透明性の一層の向上を図るとともに、経営の監督機能を強化し、持続的成長を目指すため、指名委員会等設置会社形態を採用
しています。

・社会、顧客、株主、従業員をはじめとするステークホルダーの期待により的確に応えうる体制を構築・整備し、更なる企業価値の向上を図ります。

【社外取締役の役割・機能】

・社外取締役には、その経験に裏付けされた高次の視点から、当社経営の監督を行うことを期待しています。

・その役割を担うに相応しい人格、識見及び業務・専門職経験を備えているかを総合的に検討して、十分にその能力があり、東京証券取引所の定
めに基づく独立役員の要件及び当社が定める社外取締役の独立性ガイドライン（本報告書「2 1．独立役員関係」の 「その他独立役員に関する事

項」ご参照）の要件を満たすなど、一般株主と利益相反が生じるおそれもない、独立性のある者を選任しています。

・なお、社外取締役は、取締役会等を通じて、内部監査人、監査委員会、会計監査人及び内部統制部門の活動状況についての報告を受け、客観
的な視点から、当社経営に対する有益な発言を行うなど、経営のチェック機能を高め、より透明性の高い経営監督体制の整備に尽力しています。



Ⅲ株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

１．株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み状況

補足説明

株主総会招集通知の早期発送 ●法定期日より1週間以上前倒しで発送します。

電磁的方法による議決権の行使
●2002年6月開催の株主総会より、議決権行使の電子化を実施しています。

●2007年6月開催の株主総会より、携帯電話による議決権行使が可能となりました。

議決権電子行使プラットフォームへの参
加その他機関投資家の議決権行使環境
向上に向けた取組み

●2006年6月開催の株主総会より、機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームの
利用が可能となりました。

招集通知（要約）の英文での提供

●株主総会招集通知及び事業報告等の添付書類一式の英訳版を作成し、東京証券取引
所へ提出しております。

●当社及び東京証券取引所のホームページ並びに議決権電子行使プラットフォームに掲
載し、株主の閲覧に供しています。

その他

●株主総会招集通知及び事業報告等の添付書類一式を事前にホームページに掲載して
います。

●株主総会において、ビジュアルプレゼンテーションを実施しています。

●株主総会終了後、製品展示会を開催しています。

２．ＩＲに関する活動状況

補足説明

代表者
自身に
よる説
明の有

無

ディスクロージャーポリシーの作成・公表

当社は、投資者の投資判断に重要な影響を与える会社情報の適時適切な開

示を行うことを基本姿勢とし、従来から取り組んでおります。

当社の情報公開方針は以下ホームページにて公表しております。
https://www.mitsubishielectric.co.jp/ir/management/policy/index.html

個人投資家向けに定期的説明会を開催 個人投資家向けIR活動は、ホームページの充実で対応しています。 なし

アナリスト・機関投資家向けに定期的説
明会を開催

社長による経営戦略説明会（1回／年）、研究開発成果披露会（1回／年）及び
経理財務担当執行役による決算説明会（4回／年）を実施しています。

あり

海外投資家向けに定期的説明会を開催
社長及び経理財務担当執行役が、主要海外機関投資家向けに個別面談を実
施しています。

あり

IR資料のホームページ掲載

適時適切な情報開示の観点から、経営・事業・決算情報、環境・社会活動等を

掲載しています。

ＩＲ 資 料 の ホ ー ム ペ ー ジ ＵＲＬ

https://www.mitsubishielectric.co.jp/ir/index.html

IRに関する部署（担当者）の設置 財務部IRグループを設置しています。

その他 事業戦略説明会、工場見学会を随時実施しています。

３．ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況

補足説明



社内規程等によりステークホルダーの立
場の尊重について規定

三菱電機グループ『企業理念』と『私たちの価値観』

当社は、『企業理念』と『私たちの価値観』に基づき、ステークホルダーの立場の尊重に係

る取り組みを実施しております。

『企業理念』

私たち三菱電機グループは、たゆまぬ技術革新と限りない創造力により、活力とゆとりあ
る社会の実現に貢献します。

『私たちの価値観』

・「信頼」：社会・顧客・株主・取引先、及び共に働く従業員との信頼関係を大切にする。

・「品質」：社会と顧客の満足が得られる製品・サービスを最高の品質で提供する。

・「技術」：技術力・現場力の向上を図り、新たな価値を提供する。

・「倫理・遵法」：社会規範及び法令を遵守し、高い倫理観を持ち行動する。

・「人」：すべての人の安全・健康に配慮するとともに、人の多様性を理解し、人格・人権を
尊重する。

・「環境」：自然との調和を図り、地球環境の保護と向上に努める。

・「社会」：企業市民として、より良い社会づくりに貢献する。

環境保全活動、ＣＳＲ活動等の実施

三菱電機グループでは、ＣＳＲの取り組みを企業経営の基本を成すものと位置付け、「企
業理念」及び「私たちの価値観」をＣＳＲの基本方針として推進しています。特に倫理・遵
法に関する取り組みについては、教育の充実や内部統制の強化など、グループを挙げて
対策を徹底しており、品質の確保・向上、環境保全活動、社会貢献活動、ステークホル
ダーの皆さまとのコミュニケーションなどについても、積極的な取り組みを展開していま
す。

ＣＳＲの重要課題（マテリアリティ）と目標／取組指標（ＫＰＩ）については、ＰＤＣＡ（Ｐｌａｎ－Ｄ
ｏ－Ｃｈｅｃｋ－Ａｃｔｉｏｎ）サイクルによる継続的な改善活動を実施します。

また、社会課題の解決に向け、多くの事業や、環境・社会・ガバナンス（ＥＳＧ）などの全て
の企業活動を通じてＳＤＧｓの17の目標の達成にも貢献します。

こうしたＣＳＲの取り組みの状況について、ＣＳＲレポート及びウェブサイトで報告しており
ます。

https://www.mitsubishielectric.co.jp/corporate/csr/index.html

ステークホルダーに対する情報提供に
係る方針等の策定

当社は、法令を遵守し、会社情報を適時適切に開示することを基本姿勢としています。

その他

女性の活躍推進については、「次世代育成支援対策推進法」に従い一般事業主行動計

画を策定し、社員全員が働きやすい環境づくりに計画的に取り組んでいます。また、２０１
２年４月から、育児休業・職場復帰に関連する制度・情報を積極的に周知・提供する体制

を整備し、育児・介護と仕事の両立に役立つ関連情報を掲載したポータルサイトを運営、

その他、管理職・新入社員に対する意識啓発や、若手女性社員を対象としたキャリア
フォーラムの開催など、育児・介護と仕事の両立や女性社員が個人生活の充実と自らの

キャリア形成を追求することができる職場風土の醸成に努めています。２０１６年４月に
は、「女性活躍推進法」に基づく「一般事業主行動計画」を策定し、２０１９年７月には同法
第９条に基づく基準に適合するとして国から認定（えるぼし）を受けました。

また、２０２０年６月開催の株主総会にて、社外取締役として女性１名を選任しました（２０１

６年から５年連続）。



Ⅳ内部統制システム等に関する事項

１．内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況

　当社の内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況は次のとおりです。

(1)監査委員会の職務の執行のため、監査委員の職務を補助する専属の使用人を配置するなど独立性を担保するとともに、監査委員の職務の執
行に際して生ずる費用又は債務の処理についての社内規程を定め、適切に処理しています。

また、監査委員会への報告に関する体制を整備し、内部統制部門より当社及び子会社に関する情報を監査委員会に報告するとともに、内部通報
制度を整備し、その内容について監査委員に報告しています。

さらに、監査委員は、執行役会議等重要な会議への出席、執行役並びに当社事業所及び子会社幹部へのヒアリング等の調査を実施するととも
に、会計監査人及び監査担当執行役から定期的な報告を受け、監査の方針・方法、実施状況及び結果等の協議を行っています。

なお、監査委員会の職務の執行のため必要なものとして当社が定める事項は以下のとおりです。

・監査委員会の職務を補助する専属の使用人を配置する。

・人事部長は、監査委員会の職務を補助する専属の使用人の人事考課及び人事異動に際して、監査委員と協議する。

・当社及び子会社に関する情報を、当社内部統制部門を通じて監査委員会に報告するための体制を定める。

・当社及び子会社に関する情報を監査委員会に報告した者を保護する社内規程・体制を定める。

・監査委員の職務の執行に際して生ずる費用又は債務の処理に関する社内規程を定める。

・その他監査委員会の監査に関わる以下の体制を定める。

-当社及び子会社の調査を実施する。

-会計監査人及び監査担当執行役との定期的な報告会等を通じ、監査の方針・方法、実施状況及び結果等を協議する。

(2)三菱電機グループの業務の適正を確保するために必要な社内規程・体制等を定めるとともに、当該体制については、各執行役が自己の分掌
範囲について責任を持って構築し、重要事項については執行役会議を開催して審議を行っています。

また、運用状況については各執行役が自ら定期的に点検し、内部統制部門が内部統制体制、規程等の整備・運用状況等の点検を実施するととも
に、内部通報制度を整備し、その内容について監査委員に報告しています。

さらに、当該体制の運用状況について、内部監査人が監査を行い、監査担当執行役を通じ、監査の結果を定期的に監査委員会に報告していま
す。

なお、執行役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社の業務並びに当該株式会社及びその子会社
から成る企業集団の業務の適正を確保するため、当社が定める体制は以下のとおりです。

ア.執行役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための社内規程を定める。その運用状況は、内部監査人が監査を行う。

イ.当社における業務の適正を確保するための以下の体制を定める。

・執行役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する社内規程を定める。

・損失の危険の管理に関する体制は、各執行役が自己の分掌範囲について責任を持って構築する。

・経営の効率性の確保は、各執行役が自己の分掌範囲について責任を持って行う。

・使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための以下の体制を定める。

-倫理・遵法に関する社内規程及び行動規範を制定する。

-内部通報制度を実施する。

・重要事項については、執行役会議で審議を行う。

・運用状況については、内部監査人が監査を行う。

ウ.三菱電機グループにおける業務の適正を確保するための以下の体制を定める。

・当社の各執行役は、自己の分掌範囲における子会社を管理する。

・三菱電機グループ共通の倫理・遵法に関する行動規範を制定する。

・横断的に三菱電機グループ会社の管理を行う専門の組織を設置する。

・三菱電機グループ会社の職務執行に係る事項の報告、損失の危険の管理及び職務執行の効率性確保に関する体制を構築するとともに、管理
基準を制定する。重要事項については、当社の執行役会議で審議・報告する。

・内部監査人による子会社の定期的な監査を実施する。

２．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

【反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方】

三菱電機グループは、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力とは一切関係を遮断し、これらの者に対して毅然とした態度で対応す
ることを基本方針としています。

【反社会的勢力排除に向けた整備状況】

反社会的勢力の対応統括部門及び不当要求防止責任者を設置し、警察・弁護士等の外部の専門機関とも連携を図りつつ対応するとともに、反社
会的勢力に関する情報を収集・管理しています。また、反社会的勢力への対応マニュアルを整備し、社内研修を実施しています。

三菱電機グループは、引き続き反社会的勢力排除のための体制を強化してまいります。



Ⅴその他

１．買収防衛策の導入の有無

買収防衛策の導入の有無 なし

該当項目に関する補足説明

当社は、現時点では、当該「基本方針」及び「買収防衛策」につきましては、特に定めておりません。

当社は、業績の更なる改善を図ることにより、企業価値の一層の向上を目指しております。また、積極的なＩＲ活動を推進することにより、当社の経
営方針・戦略・業績等を市場にタイムリーに伝えるよう努めてまいります。

一方で、大量株式取得行為のうち、当社の企業価値及び株主共同の利益に資さないものについては適切な対応が必要と考えており、今後の社会
的な動向も見極めつつ、慎重に検討を進めてまいります。

２．その他コーポレート・ガバナンス体制等に関する事項

【当社の適時開示に係る基本姿勢】

・当社は、投資者の投資判断に重要な影響を与える会社情報の適時適切な開示を行うことを基本姿勢とし、従来から取り組んでおります。

・役員及び従業員によるインサイダー取引の未然防止を図るとともに、情報管理の徹底と適時適切な開示を行うことを目的とした社内規則「インサ
イダー情報管理規則」を制定し、金融商品取引法及びその他関係法規を遵守すべく努めております。

【当社の会社情報の適時開示に係る社内体制の状況】

当社は、広報部を情報取扱責任部門（広報部長を情報取扱責任者）とし、上記「インサイダー情報管理規則」及び「広報取扱規程」に基づき、以下
の体制により会社情報の適時適切な開示を行っております。

（1）会社情報の集約及び適時開示の判定

・当社の各事業部門・管理部門及び主要な子会社における重要な会社情報は、直ちに広報部に報告されます。当該情報が適時開示規則に定め
られた事項に該当するか否かについては、広報部が、全社的見地から会社情報の開示の検討を行う企業情報委員会に確認の上、判定します。
該当する場合は、内部情報管理を徹底します。

（2）会社情報の適時開示

・当該開示情報を所管する執行役は、広報部に開示の伺い出を行い、広報部は、適時開示を行います。

・執行役会議又は取締役会決議を要する事項については、審議・承認後速やかに適時開示を行います。
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＜適時開示に係る社内体制の概要図＞ 
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